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着想経緯：データサイエンスの発展にはベイズ法の発展が重要
申請者は学部時代にデータサイエンティストとしてのインターンを
通じ，ベイズ統計の手法が解析結果を推定値の一点だけでなく誤差
の広がりを持って視覚化できることに魅力を感じた（右図参照）．
しかし，現状のベイズ法は万人にとって使いやすいものであるとは
言えない．後述のHMCアルゴリズムに習熟していない場合は，最
適な設定を見つけるまで何度も試行錯誤を必要とすることがある．
そのことから，ベイズ法が敬遠されたり，安易な近似手法が選好さ
れたりしがちな現状には苦い思いを感じていた．

図 1: ベイズ法（ガウス過程回帰）の結果．推定値
（実線）だけでなく 95%信用区間（灰色）も自然に
得られる．データが少ない領域では予測が不確実で
ある（＝モデルに自信がない）ことがわかる．

当該分野の状況：ベイズ法の発展にはサンプリング法の発展が重要
ベイズ法とは，機械学習や統計学において，ベイズの定理に基づく手法群の総称である．ベイズ法は最適で
ある（＝どの他手法よりも悪くない）ことが示されている上に，事前情報を取り入れた柔軟なモデリングが
可能であるため大変魅力的であるが，実際の計算が困難であることが応用範囲を狭めてきた．
ほとんどすべてのベイズ法は，確率測度 P ∈ P(Rd)に関する積分の数値計算の問題に帰着する．決定論的
な数値計算法は高々 d ≤ 3までの場合にしか現実的な時間内で実行できない．そのため，収束レートは落ち
るが，P に従う乱数を生成（サンプリングという）してモンテカルロ推定により積分を近似する：

1

N

N∑
n=1

f(Xn)
N→∞−−−−→

a.s.

∫
Rd

f(x)P (dx), Xn
i.i.d.∼ P, f ∈ L1(P ).

広汎な確率分布P に使える汎用サンプリング法であるハミルトニアンモンテカルロ法（HMC）が開発 [1]さ
れてから，ベイズ法は爆発的に応用され始めた．しかし問題は，このHMCを 40年近くも改良できないま
ま現在でも用いている点にある．前述の通りHMCは万人に使いやすい訳ではないため，ベイズ法の普及を
妨げる要因となってしまっている．

ベイズの定理
p(θ|y) = p(y|θ)p(θ)∫

Rd

p(y|θ)p(θ)dθ

ベイズ法
•ガウス過程回帰
•ベイズ深層学習
•ベイズ最適化

...

応用

サンプリング法 HMCの開発
により分母の積分の数値計算が
効率化され爆発的に応用開始

課題：拡張性の不足

本研究

当該分野の課題：サンプリング法の発展には拡張性（スケーラビリティ）が重要
現状，HMCをはじめ，極めて高次元の空間Rd上では，広範囲の分布
P ∈ P(Rd)に汎用的に使えるサンプリング法が得られていない．
現代のモデルは自然言語処理・画像解析・経済学・疫学をはじめとし，
ほとんどの領域で d = 10n (n ≥ 4)などの高次元になることも多い．
その場合はデータも巨大で複雑であるのが常である．

モデル次元 d HMC 本研究
100 ∼ 104 ○ ○
104 ∼ × ◎

このような大規模モデル・大規模データの場面では，有効なサンプリング法が欠如しているために，ベイズ
法が採用されにくい状況にある．そこで本研究では，HMC以上に拡張性を持ったサンプリング法の創出を
目指す．すなわち，HMCから根本的に改良された，新時代のニーズに応えるサンプリング法の提案を目指す．
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研究目標：次の２点を兼ね備えた拡張性に優れたサンプリング法の開発と実装を目指す
(i) モデル拡張性：高次元空間上の分布 P でも精度と速度が落ちないこと

(ii) データ拡張性：大規模なデータでも計算時間が爆発せず，現実的な時間内で実行可能であること
研究の特色とインパクト：サンプリングに注目することにより，モデル中心のパラダイムに資する
本研究では具体的なモデル {Pi} ⊂ P(Rd)に特化した手法よりむしろ，HMCに取って代わることができる
ような，モデルに依存せず普遍的に使える汎用サンプリング法の構成をめざすのが特徴である．

ベイズ法 非ベイズ法
アイデア モデルベース 推論手法ベース

推論エンジン サンプリング法（共通） 推論手法ごとに構成

長所 推論手法が統一なので 専用に作っているので
モデリングに集中可能 アルゴリズムが高速

種々のモデルに汎用的に使える手法の
発展は，ベイズ法が広く応用されるた
めに必要不可欠である．
ベイズ法の悲願は，具体的な推論エン
ジンの設計にとらわれず，モデルの設
計に集中出来る枠組みの達成にある．
そこで，本研究は開発したサンプリング法を Pythonパッケージの形で一般公開することも目指す．本研究
により大規模モデル・大規模データでも効率よく推論できる手法が非専門家でも簡単に利用できるように
なれば，ベイズ法を複雑な実社会の現象に応用することが産学両面で促進されると期待されるためである．

本研究は上述の研究目標に向けた研究計画①,②,③の３部構成からなり，各アプローチに１年ずつかける．
研究計画①：２つの有望な方向の検討と限界の明瞭化
現状，拡張性が期待される次世代のサンプリング法として，次の２つが候補に挙がっている：
(1) 区分確定的マルコフ過程（PDMP）
ランダムな時刻にランダムに変化する以外は確定的な動きをする
連続時間マルコフ過程を用いて空間を探索する手法群

(2) 確率的勾配マルコフ連鎖モンテカルロ法（SG-MCMC）
データの一部のみから計算した対数尤度の勾配の推定量を用いて
エルゴード的なマルコフ連鎖を構成するMCMC手法群

いずれの手法も２つの拡張性 (i), (ii)のうち片方のみを満たさないため，
互いの弱点を補い合うことで新たな手法が創出できないかを探究する．
PDMPはバイアスを導入しない効率的なサブサンプリングが可能で，
(ii)データ拡張性の条件を満たし，高次元での収束速度も期待されている

(i)
モ
デ
ル
拡
張
性

(ii)データ拡張性

研究計画①PDMP

SG-MCMC
従来法

（HMCなど）

[2]が，適用可能なモデルが限られており (i)モデル拡張性が課題である．一方で，SG-MCMCはモデルの
尤度の勾配さえ推定可能であれば使える手法であり，適用可能なモデルが広く (i)モデル拡張性を持つが，
大規模データでの収束レートが速くなく， (ii)データ拡張性が未だ達成されていない [3]．
そこで，「勾配の情報のみを用いた PDMP」という形で両者のいいとこどりをしたアルゴリズムを模索する
ことで，２つの拡張性を同時に備えるアルゴリズムの創出を目指す．
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(研究目的・内容等の続き)

本研究の独自性：連続時間極限という観点
研究計画①で取り上げた２つの手法（PDMPと SG-MCMC）は他手法と
大きく違う特徴を持つ（そのために１年目で取り組む）．それはいずれ
も連続時間の確率過程をベースとした手法であるということである．
そもそも，汎用的なサンプリング法（したがって本研究で扱う手法）は，
全てマルコフ連鎖モンテカルロ法と呼ばれる手法群に属する．これは，
分布P から直接サンプリングするのではなく，P に収束するマルコフ過
程を構成し，その時間発展を追うことでサンプリングとする方法である．
当該マルコフ過程がエルゴード性を持つならば，十分時間が経ったあと
は P からの独立同分布なサンプルとみなせるというカラクリである．

離散時間手法 連続時間手法
メトロポリス法 PDMP

HMC SG-MCMC
粒子フィルター （以上の２つのみ）
ギブス法

...
（その他多数）

拡張性あり従来法

計算機上で実装するため，最終的には離散化が必要である．そのため，基本的には最初から離散時間のマル
コフ過程を構成するアルゴリズムが多いが，PDMPと SG-MCMCは連続時間のマルコフ過程を考え，これ
を最後に適当な時間幅で区切ってサンプルとする手法であり，この点が成功を収めてきた [4]（上図参照）．
中でも特にPDMPは，離散時間ベースの手法の１つであるメトロポリス法の，連続時間極限∆t → 0での
動きを模倣することで，より効率的な空間の探索を可能にし，高い収束レートを達成した手法である [5]．
研究計画②：連続時間極限をキーワードに既存のアルゴリズムを改良する
PDMPの成功を模倣し，既存の離散時間ベースの
手法の連続時間極限を考えることで，研究計画①
で扱った２手法とは異なる新手法の創出を目指す．
特に，粒子フィルターと呼ばれる手法に注目して，

元の手法 連続時間極限 得たもの
メトロポリス法 PDMP (ii)データ拡張性
粒子フィルター （不明） （不明）
研究計画②：「不明」部分を明らかにする．

その連続時間極限を特定し，新たなアルゴリズムとして定式化し，どのような拡張性を持つか検証する．
粒子フィルターに注目する理由は先行研究 [6]の存在による．研究 [6]では連続時間極限のもつジャンプ測度
から，アルゴリズムの最適なイベント時刻（方向転換，リサンプリングなど）への示唆を得ることに成功し
ている．だが，その数学的な議論はほとんど全て単一の書籍 [7]にある定理をただ適用するのみで，極限とし
て得られた過程の分析が出来ておらず，結果としてどのようなアルゴリズムが得られるのかが不透明である．
先行研究の受難は，書籍 [7]に丸投げされたジャンプあり確率過程への収束理論が，従来本分野では用いられな
かった高度な数学を必要とすることにある．この収束理論を専門とする数学者の多くは金融データの統計解析
を主な応用先としている．サンプリング法などの計算統計の分野でもジャンプ付き連続時間確率過程が有用であ
り，同様の数学が応用可能であるとは，まだ多くの人の知るところでない．申請者は日本の金融データの統計解
析を牽引する研究グループの出身であり，必要な数学を備えつつ，重要な応用先との稀有な交差点に居る．
そこで，研究計画②ではこの結果 [6]の改良と極限過程の数学的定式化から着手し，続いてその極限過程を用
いた「第二の PDMPアルゴリズム」として新たなサンプリング法の開発を目指す．
研究計画③：連続時間極限をキーワードに提案アルゴリズムを比較する
研究計画①は PDMPと SG-MCMCの比較，研究計画②は PDMPと SG-MCMC以外の連続時間手法の創出で
あった．研究計画③では，②で創出した手法を，①と同様の比較の俎上に載せ，更なる比較と検討を重ねる．
在外研究の計画：確率過程論と機械学習数理との交流
本研究では海外研究グループとの交流が重要である．実際，研究計画②の一部は，関連する業績 1の発表の際
に Omar Chehab氏とのディスカッションを通じて着想された．彼の所属する研究室が先行研究 [6]の出所で
ある．彼らはその後，PDMPだけでなく機械学習数理にも重点を移したが，同様に連続時間極限をキーワー
ドとしている．そこで，研究計画②に取り組む段階で CREST-ENSAEでの滞在研究を計画している．
参考文献 (1) Duane, S., et al. 1987, Physics Letters B, 195, 216 (2) Fearnhead, P., et al. 2018, Statistical Science, 33, 386 (3) Papamarkou, T., et al. 2024

(4) Nemeth, C. & Fearnhead, P. 2021, Journal of the American Statistical Association, 116, 433 (5) Peters, E. A. J. F. & de With, G. 2012, Physical Review
E, 85 (6) Chopin, N., et al. 2022, The Annals of Statistics, 50, 3197 (7) Ethier, S. N. & Kurtz, T. G. 1986, Markov Processes
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本研究の遂行上最も関連するものは個人情報の取り扱いについてであるが，アンケート調査・インタビュー
調査や行動調査等を実行することも極めて考えにくく，該当しないと言って良いと思われる．

申請者登録名　　　　　　　　　　　　–６ – 司馬博文　　　　　



 ÿĂÿ wË��³]              

ÿÿ0|~ÒÌÛ~ëýV÷1TÏ�~_uvÖ�rº~{³|1y_wÿ�{ß±v�put2ù_~Yöûÿò�Oÿ2 

 owËþ��~|~��²�±1_úVß{zq»(1)<|~{·y»ë¯~��=Ûs(2)<Îß|~�xwvöz»~]~�±ß�x�

xvt»�}=~}¼~¼{ttv1s¼~w~¿s�|~�×{zq»}�zy²�~x1w_ö{�uwv�put2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1)研究に関する自身の強み
先述の【研究計画】を遂行するために必要と思われる資質は，以下の通りである：

(a) 統計計算：新たなサンプリング法を創出するためのアルゴリズム設計力・計算機科学の深い見識
(b) 数学：サンプリング法を解析する数学（確率過程の収束理論とMalliavin解析）の深い素養
(c) 社会実装：提案手法を万人が利用できるパッケージへ実装する技術力と主体性
(d) コミュニケーション力：多様な研究者と交流して問題意識を共有し，共に問題解決へと向かう力

これら４分野の全̇て̇において高い適性を持つ者は，相当に限られるものと思われる．
以下，(a)統計計算，(b)数学，(c)社会実装そして (d)コミュニケーション力を順に分析する．
(a)統計計算について
アルゴリズムと計算機への深い理解

申請者は学部時代にコンピュータサークルで活動した経験があり，アルゴリズムと計算機科学に関
する深い知識がある．実際，学部１年生時点で，世界最大の計算機セキュリティーコンテストである
SECCON決勝大会への出場経験をもつ．
コンピュータセキュリティーというと統計計算とは無関係に思えるが，「計算機に何ができるか」を，
表面的な理解にとどまらず「低いレイヤーではどうやって動いているのか」の深い知識を獲得するため
の大変良い題材となった．実際，申請者はリサーチ・アシスタントとして統計計算パッケージYuima
の開発に従事しているが，その際全く違う２つのプログラム間でデータを受け渡すことが必要になっ
た．これを文字列の受け渡しで行うという脆弱性への懸念がある方法から，C++というより低レイヤー
の言語の知識を用いて，根本的な解決に導くことができた．現在，一般公開への調整の最中である．

応用・実践への主体的関与
上述の事例は，通常の数学科生活では絶対得られなかったはずの他分野の知識でも，研究に関連する
内容を申請者が主体的に獲得できる証左でもある．また申請者は，現場での実践の経験も重要だと考
え，学部時代に自ら経営コンサルティング会社にてデータサイエンティストとしてのインターンを志
願し，ベイズ法を駆使して１年に渡り継続的に関わった．

(b)数学について
確固たる数学力

申請者は東大数学科において吉田朋広教授に指導教員をお願いし，４年次の１年をかけて Nualart &
Nualart (2018) Introduction to Malliavin Calculusを読み，毎週 90分間，指導教員の前で発表した．初
めは失敗ばかりであったが必死に準備するうちに，何も見ずに定義・定理・例・証明を説明する力が
身についた．現在も，このセミナーの経験が大きな数学的基礎体力となっている．
Malliavin解析とは伊藤清による確率積分の拡張であり，金融データ解析では必要不可欠なものとなっ
ているが，サンプリング法の分野でも大いに有用であり，申請者の現在の研究に大きく役立っている．

確率過程の収束理論への深い造形
吉田教授の下で学びたかった理由は，金融データ解析の分野において林-吉田推定量に名前を残すな
ど，確率過程の収束理論を用いて大きな業績を上げていることを知っていたからである．申請者は当
時から金融ではなく統計計算の分野に興味があったが，その理論の有用さと射程の広さを直感し，同
様の数学は必ず多くの応用先があるだろうという信念から，吉田教授に指導をお願いしたのであった．
実際，本研究で扱うサンプリング法の分野において，ここ数年連続時間確率過程が突如キーワードと
して浮かび上がってきた．ここまでの奇跡は予想していなかったが，分野に貢献しながら自身の強み
をさらに伸ばす格好の機会だと考え，連続時間極限を用いたサンプリング法をテーマに掲げた．

申請者登録名　　　　　　　　　　　　–７ – 司馬博文　　　　　



(研究遂行力の自己分析の続き)

(c)社会実装について
実装力：中規模開発と継続運用の経験

前述の通り，学部時代はデータサイエンティストとしても主体的に活動し，公開ライブラリOSSを有
効活用して Twitterから特定の単語を含むツイートを自動収集し形態素分析を通じて統計解析すると
いう複数のパイプラインを持ったツールを一人で開発し，一般公開して誰でも使えるようにした．1

実際，このパイプラインはチームの大きな役に立ち，大規模言語モデルを活用した感情分析など，会
社の他チームによる種々のタスクに応用された．すなわち，申請者は自分でプログラムを開発するだ
けでなく，それを他人に使ってもらい，フィードバックを得ながら発展させていくことができる．

問題解決能力：データから統計分析を通じ経営提言まで
データサイエンティストとしてのインターン中には，実際のものづくり企業に対して，データ分析の
結果をレポートの形にまとめ，事業改善の提言を行った．その過程で，経営学に関してはメンタリン
グを受けながら，制作工程から収集されたデータの分析から事業改善の提言までを一人で遂行した．

(d)コミュニケーション力
高い分野横断的コミュニケーション力

東京大学卒業後も先端科学技術研究センター連携研究員という立場で，文理を隔てず広い分野の研究
者と継続的に研究交流を継続している．実際，AIの信頼性から知的財産に関する問題まで，10を超
える（英語）シンポジウムと研究会を主催し，登壇者とのディスカッションや運営に貢献した．
その結果，統計と機械学習や物理学にとどまらず極めて広い分野の研究者がサンプリング法の発展状
況に強い興味を抱いていることがわかり，自身の研究に対する深い使命感を感じている．

国際コミュニケーション能力
申請者は日本語だけでなく中国語も母語レベルに話せ，また英語も TOEFL iBTで 100点の語学力を
持つ．そのため，国際学会によっては参加者の大半と先方の母語で会話をすることが出来る．
実際，現状までの研究活動も英語が中心であり，本研究も一部英語でのポスター発表（業績 1）での
ディスカッションから着想を得たものである．国内で「サンプリング法」または「ベイズ法」を専門
とする研究者は少なく，この２つにまたがる研究となるとさらに少ないため，申請者がすでに現段階
から国際交流を交えながら研究を進めていることは重要なことである．

業績 1 Shiba, H. A Recent Development of Particle Filter. MLSS 2024, Mar. OIST, Okinawa. ポスター発表（査
読なし）． 本発表では研究計画②の粒子フィルターの極限の特定を試みの経過を報告した．

業績 2 Shiba, H. 「新時代の MCMC を迎えるために」. 統数研オープンハウス, 2024 May. ポスター発表
（査読なし，採録予定）． 本発表では研究計画①の PDMPの性質と未解決問題をサーベイした．

(2)今後研究者として更なる発展のため必要と考えている要素
成果の少なさ→落ち着いて深い数理的素養の獲得を目指す
申請者はまだ研究成果が少ない状態である．これは，申請者の研究内容が，手法開発だけでなく，理論解
析も同時に提供しようとするものであるためである．研究対象こそ応用志向であれど，申請者は理論的根
拠のない技術が社会を席巻することを憂い，必要であれば数学的結果も創出しつつ，広く応用数学一般に
貢献することも重要視している．そのためには，高度な数学（確率過程の収束理論・確率解析・関数解析）
への熟練が必要であり，時間はかかるかもしれないが腰を落ち着けた習得が肝心だと考えている．
自身の研究成果をわかりやすく説明する力→幅広い背景の研究者と交流して問題意識を理解する
例えば，本研究分野は物理学とも深い関わりを持つ．実際，本研究で扱うサンプリング法はもともと物理
シミュレーションのために開発されたものである．そこで申請者は物理学・機械学習など幅広い分野の学
会に出席した．その結果，自身の研究成果を他分野の研究者に理解して使ってもらうためには，上手に説
明するだけでなく，他分野の問題意識も深く学び，客観的な視点を得ることが大切だと自分に課している．

12023年２月当初は可能であったが，Twitterのサービスが Xに変更後はスクレイピングは不可能になり，現在はスクリプトと
して公開・継続運用はされていない．代わりに有料の API機能が公式で提供されるようになった．
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(1)目指す研究者像 ※目指す研究者像に向けて身に付けるべき資質も含め記入してください。

目指す研究者像：数学に軸足を置いた応用ができる「真の意味の数学者」
申請者は数学に軸足を置いた応用ができる数学者になりたい．このことについては，紫綬褒章を受章した
数学者・岡潔が「数学の応用には，真の意味の数学者をじかに使うのが最も簡単で，最も先鋭で，しかも
適用範囲が比較にならないほど広い」という言葉を残している．申請者は，この「真の意味の数学者」に
当たる資質をもつ応用数学者になることで，幅広い応用分野に貢献できる研究者を目指している．
身に付けるべき資質：(a)相互理解を促進する (b)共通言語を提供できる力
申請者が考える「真の意味の数学者」とは，(a)最も重要な問題を見つけ，(b)それを根本的に解決する者
である．そして現代における最も重要な問題は，数学を軸とした「回転」（下図）の中に潜むと考える．

過去 現代
２者関係から３者以上の関係へ
→数学が共通言語の役割を果たす

数学

物理
新
た
な
手
法

新
た
な
課
題

情報 数学 統計

物理
新
た
な
手
法

新
た
な
課
題

数学を軸とした回転

知
見
の
交
換

つまり，現代の数学には，統一した理解を得るための共通言語としての役割がますます期待されている．
そこで申請者は，現代の「真の意味の数学者」として必要な資質は次の２つだと考え，己に課している：

(a) 相互理解の促進：最も重要な問題＝各応用分野の相互理解の礎となるテーマに集中すること
(b) 共通言語の提供：最も重要な問題を徹底して理解し，多くの人に使いやすい枠組みに落とし込むこと

(2)上記の「目指す研究者像」に向けて、特別研究員の採用期間中に行う研究活動の位置づけ
本研究は２つの資質 (a)相互理解の促進と (b)共通言語の提供を鍛えるための格好のテーマとなっている．
(a)本研究は各応用分野の相互理解を促進する極めて肝心なテーマである
申請者は数学を軸としつつも，種々の応用分野の学習を欠かさなかった．その中で，現在の指導教員を
通じて，サンプリング法という極めて多くの分野が交差する魅力的な研究テーマに出会うことができた．
現代のサンプリング法は，統計や機械学習で必要不可欠な技術であるだけでなく，もともとは物理学での
シミュレーションのために開発されたものであり，現在では物性科学・創薬等で広く使われる手法である．
サンプリング法の理解は，これらの分野に確かな基礎と更なる発展のきっかけを与える重要な課題である．
(b)本研究は各応用分野に強力な共通言語を提供する使命がある
サンプリング法においてマルコフ過程が必要不可欠な役割を果たす．マルコフ過程を分析する際はP(Rd)

上の力学系として捉える見方が極めて自然になる．この力学系のエルゴード性については長い研究の歴史
があるが，弱位相に関するエルゴード性やより遅い速度での収束の解明は約 10年前に始まったばかりで
ある．この問題は物理学的な興味の対象であるばかりか，近年は機械学習や最適輸送の分野でも耳目を集
めるものである．つまり，P(Rd)は相互理解を提供する共通言語として，更なる理解が待たれている．
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パーソナル・コン
ピュータ

統計計算と関連数
学書籍   100

  300

  400計

2025

年度
金額事項金額単価数量品名・仕様 設置機関

設備備品費の明細 消耗品費の明細

2025

計    0

研究経費とその必要性
（金額単位：千円）

                              特別研究員奨励費（特別研究員）

年度
設備備品費 消耗品費 人件費旅費 その他

研 究 経 費

千円未満の
端数は切り
捨てる

2026年度

2027年度

謝金・

      700

    1,000

      700

        0       400       200       100

      100

        0

        0

        0

        0

      900

      600

      100

        0

        0

        0

      100

    2,400         0       400     1,700       200総計

2025年度

使用内訳（千円）
（千円）
研究経費

応募区分

２．【研究計画】別添

A区分

研究開始年度である2025年度に，研究の開始に必要な書籍と，統計計算シミュレーションや数値実験の実施に必要な
性能を持ったPCを用意する．

設備備品費、消耗品費の必要性

                                                         申請者登録名：司馬 博文
－１２－



研究成果発表費用（交通費
、宿泊費、日当）

研究成果発表費用（交通費
、宿泊費、日当）

研究成果発表費用（交通費
、宿泊費、日当）

計

計

計

１年目と２年目には，それまでの研究結果を国内学会で発表しつつ研究交流に注力する．そのために，講演謝金を準
備する．
研究計画書で説明した通り，２年目に１ヶ月ほど海外滞在（フランスCREST-ENSAE）をし，研究交流をする．
最終年度である2027年度に，研究成果を国内学会と海外学会の両方で発表し，研究成果の周知に努める．その際に，
ホームページやポスター・パンフレットも有効活用する．

年度
金額

（金額単位：千円）

事項

旅費、人件費・謝金、その他の必要性

金額事項金額事項金額事項

その他の明細人件費・謝金の明細外国旅費の明細国内旅費の明細

2025

2026

2027

2027

    200

    200

    200

    200

    200

    200

海外滞在研究（フランスCR
EST-ENSAE）

研究成果発表費用（交通費
、宿泊費、日当）

計

計

計

      0

    700

    400

    700

    400

    100

    100

      0

    100

    100

講演謝金

講演謝金

     50

     50

      0

      0

    100

研究成果発表費用（ポスタ
ー・パンフレット作成費用
）
研究成果発表費用（ホーム
ページ作成費用）

計

計

計

計

計

計
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                              特別研究員奨励費（特別研究員）

【本応募研究
課題】特別研
究員奨励費

スケーラブルなサンプリング法
の連続時間極限からの創出

      700

(2025～2027)

資金制度・研究

割 の研究経費
(期間全体の額)

2025年度

（１）応募中の研究費

研究内容の相違点及び他の研究費に加えて

（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額）

本応募研究課題に応募する理由等

研究者氏名

費名（研究期間

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

・配分機関等名）
（研究代表者氏名）
研究課題名

(千円)

    （2,400）

研究費の応募・受入等の状況

司馬　博文

役

代
表

（左記の研究課題を応募するに当たっての所属組織・役職）
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(千円)

研究課題名
（研究代表者氏名）

（２）受入予定の研究費

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

資金制度・研究
費名（研究期間
・配分機関等名）

の研究経費
(期間全体の額)

2025年度 研究内容の相違点及び他の研究費に加えて

（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額）

本応募研究課題に応募する理由等

                              特別研究員奨励費（特別研究員）

割
役

（左記の研究課題を受入れるに当たっての所属組織・役職）

－１５－


